
北海道医療大学は歯学部、看護福祉

学部、心理科学部を含む４学部・６学

科からなる。今年、札幌医科大学との

間で「教育・学術研究・地域貢献に関

する連携協定」を結んだ。将来的には

両校で単位互換も視野に入れ、真の医

療系総合大学を志向している。

メインキャンパスは、札幌からＪＲ

学園都市線に揺られ45分ほど。「北海

道医療大学駅」を下車すると目の前に

広がる。ホームからは「スカイウェイ」

でつながっており、北の大地の冬の厳しさに

配慮した環境整備がされている。

薬学部定員は150人、これに編入枠10人が

加わる。５年前から始まった編入制度で、６

年制実施のため一時休止していたが、来年度

から３年次に編入生を受け入れる予定だ。編

入生の定員枠

を持っている

のは、全国的

にも稀だが、

「苦労されて

いる方が多い

ためか、モチ

ベーションは

高く、周りに

及ぼす影響はプラスです」と語る。50歳の編

入生もいたという。

今年度から、新教科「薬学基礎研究」もス

タートした。基本的には希望者を対象とし、

２～４年次まで継続して、教員の研究に参加

する。教員全員がそれぞれ１人ないし２人の

学生をみることになる。黒澤氏は「マンツー

マンの形で研究に対する取り組みを体験して

もらいたい。これも問題解決型の教育の一環

です」とその目的を語る。「６年制というこ

とで薬剤師養成教育ばかりが前面に出ていま

す。しかし、薬剤師国家試験の受験資格を付

与するだけの専門教育では、大学の機能を果

たせない」との考えからだ。できれば５～６

年次には、今の４年制卒業研究のレベルをク

リアし、マスタークラスのレベルになっても

らえればと、黒澤氏の期待は高まる。

今春、札幌医科大学との間で大学間連携協

定を結んだ。現状では大学院同士の取り組み

が一部スタートした段階で、「今後、学部レ

ベルでの話になると思う。医学部と薬学部と

がどうお互いにプラスになっていけるか、模

索していきたい」と語る。

薬学部では、その研究成果が文科省に認め

られ、98～02年度には私立大学学術研究高度

化推進事業としてハイテク・リサーチ・セン

ター整備事業、02～06年度には学術フ

ロンティア推進事業に採択された。06

年度から再び“ハイテク”に選定され

るなど、高度な研究体制が組まれてい

る。そのポテンシャルの高さを札幌医

大との共同研究に生かしたい考えだ。

一方、地域とのつながりを重視する

同大では、新たに設置された「中央講

義棟」の講義室を地域職能団体などに

解放、既に研修会で活用されていると

のこと。「大学というのは公共の場と

いう認識、地域の医療関係者に有効利

用してもらえればありがたい」と語る。

また生涯教育に積極的にも取り組んでいる

が、今年度から薬学部に「薬剤師支援センタ

ー」を設置。生涯教育の中でも薬学に特化、

今年度から「がん及び感染制御の専門薬剤師」

の２領域に焦点を絞り、基礎講座を開講した。

このような社会的活動を通じ、同センターが

「現場サイドとの共同研究を含め、地域連携

の一つの窓口になっていくのではないか」と

期待を込める。
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黒澤薬学部長

「新医療人育成の北の拠点をめざして」をモット

ーとする北海道医療大学。薬学部長の黒澤隆夫氏は

「大学である以上、専門学校的教育だけではいけない」と、６

年制実施を機に、２年次からの新たな科目として「薬学基礎研

究」を設けた。研究面も重視しつつ付加価値の高い薬剤師養成

をめざす――という。今年１月には「中央講義棟」（ＳＲＣ構

造、３階建て）も完成。６年制への対応も整った。
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新医療人育成の「北の拠点」に 新医療人育成の「北の拠点」に 

広大な面積を誇る薬用植物園と
北方系生態観察園


